
諮

問

第

六

十

五

号

不

動

産

登

記

制

度

を

情

報

処

理

技

術

の

進

歩

そ

の

他

の

社

会

の

変

化

に

適

合

す

る

制

度

と

す

る

観

点

か

ら

、

不

動

産

登

記

法

に

つ

い

て

、

電

子

情

報

処

理

組

織

を

使

用

す

る

方

法

に

よ

る

申

請

手

続

の

導

入

等

の

改

正

を

す

る

と

と

も

に

、

そ

の

現

代

語

化

を

図

る

必

要

が

あ

る

と

思

わ

れ

る

の

で

、

別

紙

要

綱

（

骨

子

）

に

つ

い

て

御

意

見

を

承

り

た

い

。



別

紙

不

動

産

登

記

法

の

改

正

に

つ

い

て

の

要

綱

（

骨

子

）

第
一

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
る
申
請
の
導
入
に
伴
う
申
請
手
続
の
改
正

に

つ

い

て

（
申
請
の
方
法

及

び

受

付

）

一

登
記
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
登
記
を
申
請
す
る
旨
の
情
報
（
以
下
「
申
請
情
報
」
と
い
う

）
及
び
添
付
情

。

報
を
登
記
所
に
提
供
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

１

申
請
情
報
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う

）
及
び
添
付
書
面
を
登
記
所
に
提
出
す
る
方
法

。

２

電
子
情
報
処
理
組
織
（
登
記
所
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
申
請
人
又
は
そ
の
代
理
人
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回

線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う

）
を
使
用
す
る
方
法

。

（
注
）
権
利
に
関
す
る
登
記
に
お
け
る
登
記
権
利
者
及
び
登
記
義
務
者
の
共
同
申
請
主
義
は
、
維
持
す
る
も
の
と
す
る
。

二

権
利
に
関
す
る
登
記
の
申
請
に
お
け
る
申
請
人
又
は
そ
の
代
理
人
の
出
頭
主
義
は
、
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
。

三

申
請
書
を
登
記
所
に
提
出
す
る
方
法
に
よ
る
申
請
と
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
る
申
請
と
は
、
い
ず
れ
も
受
付
の
順
序

に
従
っ
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
注
１
）
同
一
の
不
動
産
に
関
す
る
前
後
が
明
ら
か
で
な
い
数
個
の
申
請
は
、
登
記
所
に
同
時
に
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。

（
注
２
）
申
請
書
を
提
出
す
る
方
法
に
よ
る
申
請
と
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
る
申
請
と
は
、
同
一
の
受
付
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
受
付
を
行
う
も
の

と
す
る
。



（
申
請
手
続
に
お
け
る
本
人
確
認
）

（
前
注
）
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
る
申
請
に
お
い
て
は
、
印
鑑
及
び
印
鑑
証
明
書
に
代
え
て
、
電
子
署
名
及
び
電
子
証
明
書
を
利
用
す
る
も

の
と
す
る
。

四

登
記
済
証
の
提
出
に
よ
り
登
記
名
義
人
に
よ
る
申
請
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
現
在
の
制
度
に
代
替
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
と
お
り
の

本
人
確
認
制
度
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

１

登
記
官
は
、
登
記
完
了
時
に
、
登
記
名
義
人
と
な
っ
た
者
（
申
請
人
と
し
て
登
記
を
受
け
る
者
に
限
る

）
に
対
し
、
そ
の
者
を
識
別
す

。

る
た
め
の
情
報
（
以
下
「
登
記
識
別
情
報
」
と
い
う

）
を
通
知
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
が
次
回
の
登
記
の
申
請
人
と
し
て
登
記
を
申
請

。

す
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
、
登
記
所
に
当
該
登
記
識
別
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

２

登
記
識
別
情
報
の
通
知
を
受
け
た
登
記
名
義
人
又
は
そ
の
代
理
人
の
請
求
に
よ
り
、
当
該
登
記
識
別
情
報
は
失
効
す
る
も
の
と
す
る
。

３

登
記
識
別
情
報
の
通
知
を
受
け
た
登
記
名
義
人
又
は
そ
の
代
理
人
は
、
手
数
料
を
納
付
し
て
、
当
該
登
記
識
別
情
報
が
有
効
で
あ
る
旨

の
証
明
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
注
１
）
１
の
申
請
人
が
登
記
識
別
情
報
の
通
知
を
希
望
し
な
い
旨
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
登
記
識
別
情
報
の
通
知
は
、
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

（
注
２
）
登
記
識
別
情
報
の
再
通
知
は
、
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

（
注
３
）
登
記
が
完
了
し
た
こ
と
を
通
知
す
る
制
度
も
設
け
る
も
の
と
す
る
。

五

登
記
名
義
人
で
あ
る
申
請
人
が
登
記
識
別
情
報
を
提
供
し
て
す
べ
き
登
記
の
申
請
に
お
い
て
、
そ
の
提
供
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
登
記
官
は
、
直
ち
に
申
請
を
却
下
す
べ
き
事
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
申
請
人
が
当
該
申
請
の
申
請
権
限
を
有
す
る
登
記
名
義
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
事
前
通
知
の
手
続
を
行
う
も
の
と
す
る
。

１

登
記
名
義
人
に
対
し
、
事
前
通
知
を
行
い
、
通
知
後
一
定
期
間
内
に
登
記
名
義
人
か
ら
登
記
申
請
に
間
違
い
が
な
い
旨
の
申
出
が
な
い
と

き
は
、
申
請
を
却
下
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
前
通
知
は
、
登
記
名
義
人
本
人
が
確
実
に
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

所
有
権
に
関
す
る
登
記
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
申
請
が
さ
れ
た
日
前
一
定
期
間
内
に
登
記
名
義
人
の
住
所
に
つ
い
て
登
記
名
義
人
の
表



示
の
変
更
の
登
記
が
あ
る
と
き
は
、
１
の
事
前
通
知
の
ほ
か
、
当
該
登
記
名
義
人
の
登
記
上
の
前
住
所
に
あ
て
て
、
登
記
の
申
請
が
あ
っ

た
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
注
）
保
証
書
の
制
度
は
、
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
。

六

五
の
事
前
通
知
の
手
続
を
行
う
べ
き
登
記
の
申
請
を
資
格
者
（
登
記
の
申
請
の
代
理
を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
い
う

）
が
代
理
す

。

る
場
合
に
お
い
て
、
登
記
官
は
、
資
格
者
で
あ
る
代
理
人
か
ら
、
申
請
人
が
当
該
申
請
の
申
請
権
限
を
有
す
る
登
記
名
義
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
旨
の
具
体
的
な
情
報
の
提
供
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
情
報
の
内
容
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
登
記
官
は
、
そ
の
内
容
が
適
切
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
五
１
の
事
前
通
知
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
申
請

人
が
申
請
書
又
は
申
請
情
報
の
内
容
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
委
任
に
よ
る
代
理
人
に
よ
っ
て
申
請
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
代
理
権
限
を

証
す
る
書
面
又
は
代
理
権
限
を
証
す
る
情
報
の
内
容
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
）
に
公
証
人
そ
の
他
の
認
証
権
限
を
有
す
る
公
務
員
の
認
証
を

受
け
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
注
）
資
格
者
が
登
記
権
利
者
又
は
登
記
義
務
者
の
い
ず
れ
を
代
理
し
て
申
請
し
て
い
る
か
を
問
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

七

登
記
官
は
、
申
請
人
と
な
る
べ
き
者
以
外
の
者
が
申
請
人
と
し
て
申
請
し
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち

に
申
請
を
却
下
す
べ
き
事
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
申
請
人
又
は
そ
の
代
理
人
に
対
し
、
出
頭
を
求
め
質
問
を
し
、
又
は
必
要
な
情
報
の
提

供
を
求
め
る
方
法
に
よ
り
、
申
請
人
の
申
請
の
権
限
の
有
無
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
事
者

が
遠
隔
地
に
居
住
し
て
い
る
と
き
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
は
、
他
の
登
記
所
の
登
記
官
に
調
査
の
嘱
託
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。

（
権
利
に
関
す
る
登
記
の
申
請
に
お
け
る
登
記
原
因
証
明
情
報
の
提
供
）

八

権
利
に
関
す
る
登
記
を
申
請
す
る
と
き
は
、
登
記
原
因
を
証
す
る
情
報
（
以
下
「
登
記
原
因
証
明
情
報
」
と
い
う

）
を
提
供
し
な
け
れ
ば

。

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

（
注
１
）
登
記
原
因
証
明
情
報
は
、
利
害
関
係
人
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
登
記
記
録
の
附
属
記
録
と
す
る
。



（
注
２
）
登
記
原
因
を
証
す
る
書
面
を
申
請
書
副
本
に
よ
り
代
替
す
る
制
度
は
、
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
。

（
表
示
に
関
す
る
登
記
の
申
請
に
お
け
る
添
付
情
報
）

九

表
示
に
関
す
る
登
記
の
申
請
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
お
い
て
、
添
付
情
報
の
内
容
と
な
る
べ
き
情
報

が
書
面
で
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
申
請
人
又
は
そ
の
代
理
人
が
原
本
と
相
違
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し
た
原
本
の
写
し
に
相
当
す
る
情
報
を

添
付
情
報
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
登
記
官
は
、
原
本
の
提
示
を
求
め
、
写
し
の
正
確
性
及

び
原
本
の
内
容
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
で
作
成
さ
れ
た
添
付
情
報
）

十

申
請
と
併
せ
て
提
供
す
べ
き
情
報
が
電
磁
的
記
録
で
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
申
請
書
を
提
出
す
る
方
法
に
よ
る
申
請
に
お
い
て
も
、

当
該
電
磁
的
記
録
を
申
請
書
に
添
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
る
登
記
事
項
証
明
書
等
の
請
求
）

十
一

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
登
記
事
項
証
明
書
等
の
送
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
二

現
代
語
化
そ
の
他
の
改
正
に
つ
い
て

一

片
仮
名
書
き
・
文
語
体
の
法
文
を
、
平
仮
名
書
き
・
口
語
体
の
法
文
に
改
め
る
と
と
も
に
、
法
律
に
規
定
す
べ
き
事
項
を
整
理
す
る
も
の

と
す
る
。

（
注
）
登
記
申
請
手
続
の
基
本
原
則
に
関
す
る
事
項
、
申
請
権
を
有
す
る
者
又
は
申
請
義
務
を
負
う
者
に
関
す
る
事
項
、
登
記
す
べ
き
事
項
そ
の
他
の
登
記
制
度
の

骨
格
に
関
す
る
事
項
を
法
律
事
項
と
す
る
。



二

登
記
簿
並
び
に
地
図
及
び
建
物
所
在
図
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
制
度
と
し
、
こ
れ
に
伴
う
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
と
す
る
。

三

不
動
産
を
特
定
す
る
た
め
の
番
号
（
以
下
「
不
動
産
特
定
番
号
」
と
い
う

）
を
登
記
事
項
と
す
る
も
の
と
す
る
。

。

（
注
）
申
請
書
又
は
申
請
情
報
に
不
動
産
特
定
番
号
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
場
合
に
は
、
申
請
書
又
は
申
請
情
報
の
記
載
事
項
又
は
記
録
事
項
の
一
部
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

四

予
告
登
記
の
制
度
を
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
。

五

登
記
官
の
過
誤
に
よ
る
登
記
を
職
権
で
更
正
す
る
手
続
及
び
登
記
完
了
後
に
さ
れ
た
審
査
請
求
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
是

正
手
続
を
整
備
す
る
。

１

登
記
官
の
過
誤
に
よ
る
登
記
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
登
記
上
の
利
害
関
係
人
が
い
る
と
き
は
、
登
記
官
は
、
当
該
利
害
関
係
人
の

承
諾
を
得
て
、
職
権
で
登
記
を
更
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

２

登
記
官
が
審
査
請
求
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
相
当
な
手
続
に
よ
り
自
ら
是
正
す
る
た
め
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。

六

そ
の
他
、
登
記
の
申
請
に
関
す
る
規
定
を
整
理
す
る
。

第

三

新

制

度

の

実

施

に

つ

い

て

一

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
る
申
請
の
制
度
（
第
一
の
一
２
、
第
一
の
三
及
び
第
一
の
九

、
登
記
識
別
情
報
の
通
知
及
び

）



提
供
に
関
す
る
制
度
（
第
一
の
四

、
電
磁
的
記
録
で
作
成
さ
れ
た
添
付
情
報
の
申
請
書
へ
の
添
付
の
制
度
（
第
一
の
十
）
並
び
に
電
子
情
報

）

処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
る
登
記
事
項
証
明
書
等
の
送
付
の
請
求
の
制
度
（
第
一
の
十
一
）
は
、
法
務
大
臣
が
指
定
し
た
登
記
所
か
ら

順
次
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
指
定
を
受
け
て
い
な
い
登
記
所
に
お
い
て
は
、
指
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
現
在
の
登
記
済
証
の
制
度
を

適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

二

一
の
指
定
を
受
け
た
登
記
所
に
お
い
て
、
指
定
後
も
、
現
在
の
登
記
済
証
を
添
付
し
て
申
請
書
を
提
出
す
る
方
法
に
よ
る
申
請
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
登
記
完
了
時
に
は
、
登
記
名
義
人
に
な
っ
た
者
に
登
記
識
別
情
報
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

三

地
図
及
び
建
物
所
在
図
の
電
子
化
の
制
度
（
第
二
の
ニ
）
並
び
に
不
動
産
特
定
番
号
に
関
す
る
制
度
（
第
二
の
三
）
は
、
一
の
指
定
と
は
別

に
、
法
務
大
臣
が
指
定
し
た
登
記
所
か
ら
順
次
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

四

権
利
に
関
す
る
登
記
の
出
頭
主
義
の
廃
止
（
第
一
の
二

、
事
前
通
知
制
度
及
び
資
格
者
代
理
人
の
本
人
確
認
制
度
（
第
一
の
五
及
び
第
一

）

の
六

、
登
記
官
に
よ
る
本
人
確
認
調
査
（
第
一
の
七

、
登
記
原
因
証
明
情
報
の
提
供
の
制
度
（
第
一
の
八

、
予
告
登
記
制
度
の
廃
止
（
第

）

）

）

二
の
四
）
並
び
に
職
権
に
よ
る
登
記
の
更
正
及
び
審
査
請
求
に
理
由
が
あ
る
場
合
の
是
正
措
置
（
第
二
の
五
）
に
つ
い
て
は
、
一
及
び
三
の
指

定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
登
記
所
に
お
い
て
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

五

そ
の
他
、
所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。


